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4.3 塔状構造物による地盤 ･構造物の相互作用観測
ObservationofSoil-StructureInteractionofToweredStructure
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1. 日 的

地震時における地盤と構造物の相互作用を観測するこ

とを目的として,鉄筋コンクリート造の塔状構造物 (辛

デル応答観測塔と呼ぶ)を設置した.地盤と構造物との

相互作用を理論的に扱うための準備としては,(1)構造

物内の応力･変形,(2)地盤内の応力･ひずみ,(3)棉

造物と地盤の接触面における応力･変形,について,i)デ
ータの蓄積が必要である.本研究は,(1)と(3)の項目

についての地震時観測を行う.そのため,塔状構造物の

地中部分に,25個の土圧計を,また,各階に,総計13個

(39成分)の加速度計を設置している.

実際の構造物が地震時にどのように破壊していくかを

映像で記録することは,今後の耐震研究に貴重な資料を

提供することになる.塔状構造物の2階と4階に,ビデ

オカメラとモータードライブ付きのカメラを設置し,弱

小構造物の破壊過程を追跡する.また,3階には,次節

で述べる免震床が設置されている.

2.塔状構造物と測定計画

塔状構造物は直径5m,高さ12.5m (地下2.5m,也

上 10m)の鉄筋コンクリート造である.規模の概略と外
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図1 塔状構造物と測定位置

ヰ東京大学生産技術研究所 第5部

観を図1および写真1に示す.

敷地内の地盤性状については,3章で述べているが,

地質構成をまとめると表1となる.建設にさきだち,平

板載荷試験を実施した.2)試験位置は,地表面下-2.5m

まで根切りされた基礎底面であり,試験対象地盤は表 1

からわかるように関東ローム層である.試験は図1に示

す5個所について実施し,得られている結果のうち,変

形係数,弾性係数を表2に示す.

塔状構造物の重量は上部構造98t,地下構造86t,総重

量184tであり,地盤の上載応力は約9.4t/mZである.

上部構造を努断変形を考慮した梁としてモデル化したと

きの固有周期は,上部構造のみ (地表面位置で固定)の

写真1 外 観

写真2 ビデオとカメラの設置状況
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